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初級から上級まで：西田の分類初級から上級まで：西田の分類

初級： 予習復習、補足、理解度向上

– 教員側は敷居が低い、学生のメリットも大きい

– 講義時間外の学習時間の実質化

中級： 講義マネジメント（省力化）

– 課題提出、質問受付、出席管理、コンテンツ共有

– 講義資料（講義ノート、プレゼン）の電子ファイル化

– ブラッシュupのための省力化

上級： 授業の活性化、コンテンツ充実・多様化

– 教員－学生間および学生－学生間の相互作用

– 授業通信、ピアレビュー、公開プロダクツ、アンケート

– 動画系コンテンツ、フラッシュ
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予習復習コンテンツの紹介予習復習コンテンツの紹介

確認問題

授業課題
ワード＋手書き
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WebClassWebClassコースの紹介コースの紹介

2年生座学系科目
「生物薬剤学」

教員側の画面
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コンテンツごとのアクセス数コンテンツごとのアクセス数

出席・課題提出状況 12.8回

– やはり学生は気になる、教員のミス回避

講義ノート 2.9回

– 紙メディアであらかじめ配布済み

プレゼン 4.8回

各回の小課題（予習） 10.1回

課題の解答例（復習） 9.9回

テスト対策ドリル 39.0回

Newsletter（授業通信） 13.7回

2年生座学系科目「生物薬剤学」 受講生89名 救済試験終了時点

学生一人当たりの
平均アクセス数

質問箱 7.0回
質問数 10件

総ログイン回数の
平均35回

6

コンテンツ利用の仕方コンテンツ利用の仕方

WebClassに置いてある資料を用いて勉強する際には、主にどのよう
にしていますか？
– 必要な時にその都度WebClassで閲覧：ブラウジング派

– PCやフラッシュメモリにダウンロードして閲覧：ダウンロード派

– 印刷して閲覧：プリント派

ブラウジング派
42 %

ダウンロード派
38 %

プリント派
20 %
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成績と成績とWebClassWebClassログイン数の関係ログイン数の関係

成績評価とWebClass平均ログイン数の関係
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予習復習コンテンツのポイント予習復習コンテンツのポイント

学生へのインセンティブ

– 小課題として毎回提出（出席点）

– 定期試験に出題されやすい

– 授業中に指名して答えさせる

– 予習レポートみたいな形で必須にする

コンテンツの味付けなど

– Upするタイミング、定期性

– 適度な量、全部出さない

– 学生が容易に探せる（コンテンツの配置）

– ドリルテストは工夫が必要
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ログをしっかり残させる工夫
→ 時間外学習の実質化

アクセスさせる動機付け

曜日別のログイン数（2007.9-2008.2）
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WebClassWebClassログ解析ログ解析：生物薬剤学：生物薬剤学

日・月曜のアクセスが圧倒的

学内12% 学外88%

20～24時によく学習

授業

更新

週に平均約2回ログイン

学生は意外に予習する

時刻別のログイン数（2007.9-2008.2）
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WebClassWebClassログ解析ログ解析：大学全体：大学全体11

ユーザー数 11月末時点
– 学生ユーザー数：2343名

– 試行参加教員：133名

授業コース数：126科目
– いろいろな種類

– 専門科目が多い

– ゼミや委員会での情報共有0
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附属図書館

情報メディア基盤センター
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WebClassWebClassログ解析ログ解析：大学全体：大学全体22

座学系と傾向が大きく違う

学内61% 学外38%

学外利用が次第に増加

附属図書館での自習利用が
目立つ

放課後の利用が多い
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アクセス場所詳細全体アクセス場所詳細全体
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WebClassWebClassアンケートアンケート11（（生物薬剤学生物薬剤学））

西田の感想
– コンテンツを工夫することで、意外に学生は予習してくれる（約70 %）。

– 座学系科目なので、WebClassを活用してくれるか心配だったが、ITの活用
能力やインフラは整備されてるようだ。

予習のために、WebClass
を活用できた

授業資料の閲覧やDLに、
WebClassを活用できた
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WebClassWebClassアンケートアンケート22（（生物薬剤学生物薬剤学））

学生の声の抜粋
– 便利なので、他の科目のコースも作って充実した内容になれば、今よりもっと使

う頻度が高くなると思う。

– Web Classを導入している授業としてない授業があり、ある程度統一してほしい。

総合的に見て、Web Classは
有用であると思う

他の授業にもWeb Classを利用
してもらいたいと思う
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まとめ：まとめ：LMSLMSの教育効果の教育効果

授業理解度向上
– 学生の理解度を把握し、適宜修正を加えながら、授業を進められる

– 理解度に応じて、学生へのより良いフィードバックができる

自学自習の習慣づけ
– いつでも、どこでも、何回でも学習できる環境を提供できる

– 新しい情報をいち早く提示し、学生に知的向上心を持たせられる

– 修了試験などを設定し、学習計画・目標を立てやすくできる

授業の活性化
– ピアレビューなど、参加型の授業を容易に実践できる

学習停滞への対応
– 学習進捗状況を分析して、学習停滞を事前に察知できる

– 質問や相談しやすい環境（メールや電子掲示板）を提供できる

予習・復習のサイクル → 単位の実質化予習・復習のサイクル → 単位の実質化


